
据置型デジタル X線透視撮影システム一式の購入  

 

 

１ 調達物品及び構成の内訳   

 据置型デジタル X線透視装置システム １式 

   <内 訳> 

1-1 据置型デジタル X線透視撮影装置 １式 

1-1-1 X 線透視撮影台 １式 

1-1-2 X 線高電圧発生装置及び X線制御装置 １式 

1-1-3 X 線管装置 １式 

1-1-4 X 線可動絞り １式 

1-1-5 X 線検出器 １式 

1-1-6 画像処理装置 １式 

1-1-7 遠隔操作卓 １式 

1-1-8 近接操作卓 １式 

1-1-9 モニタ（検査室及び操作室用） １式 

1-2  ネットワーク接続対応 1 式 

1-3  付属品及び周辺機器 1 式  

1-4  その他 

※ 搬入、据付、配線、院内既存システムとの接続、機器調整、動作確認、教育訓練

等、本調達物品を使用可能な状態で引き渡すために必要な作業を含むものとする。 

 

２ 設置場所・納入期限  

2-1 設置場所  神奈川県立こども医療センター 本館地下１階  撮影室３番 

2-2 納入期限 令和９年３月３１日  

 

３ 基本的要件  

3-1 神奈川県立こども医療センター（以下「発注者」という。）において、業務に滞

りなく使用可能であること。  

3-2 本調達物品にかかる性能、機能及び技術等（以下「性能等」という。）の要求要

件（以下「技術的要件」という。）は、下記４に示すとおりである。 

3-3 搬入・据付・廃棄条件 

3-3-1 本調達物品の搬入は協議の上、発注者が指定した日時及び方法により実施す

ること。  

3-3-2 搬入及び搬出にあたっては発注者の指示に従い、患者の安全及びプライバシ

ーに十分に注意し作業すること。  



3-3-3 受注者は、設置工事の作業工程表を事前に発注者へ提出し、十分な協議を行

った上で、発注者が指定する期日までに本工事を完了しなければならない。

また、当該期日を厳守すること。  

3-3-4 本調達に伴うすべての機器等の搬入、据付、接続、調整は、発注者と事前協議

の上施行すること。また、付帯工事を含め掛かる費用については本導入費用に

含むものとする。 

3-3-5 本調達物品の搬入、据付、配線、接続、調整及び動作確認は、関係法令及び関

係規格等に適合するよう実施すること。 

3-3-6 発注者が用意する一次側電源設備以外に、電源設備、空調設備、給排水設備そ

の他の付帯設備の新設又は改修が必要となる場合は、事前に発注者と協議の上、

受注者の責任において施工すること。なお、これらに要する設計、施工、調整

その他一切の費用は、本調達に係る導入費用に含むものとする。 

3-3-7 既存装置等の撤去及び廃棄については、発注者と事前協議の上で実施すること。

なお、これに要する費用は、本導入費用に含むものとする。 

3-3-8 既存装置等の撤去・廃棄にあたっては、個人情報及び診療情報の保護に十分

配慮すること。装置内のハードディスク、SSD その他の記憶媒体については、

データの復元及び読み出しが不可能となるよう物理的破壊又はこれと同等の

措置を実施した上で、関係法令に従い適切に廃棄すること。 

3-3-9 搬出入及び設置作業に伴い、建物、設備その他施設に損傷を与えた場合は、

受注者の責任において、受注者の負担により速やかに原状回復を行うこと。 

3-3-10 検査室の床及び壁は張替えを行い、海中をイメージしたデザインを施すこと。

デザインの詳細については、事前に発注者と協議し、承認を得た上で施工す

ること。 

3-3-11 本調達物品については、地震発生時における転倒、移動及び落下を防止する

ため、適切な耐震対策を講じること。 

3-4 調整、稼働準備 

3-4-1 本調達物品が有効に稼働するために必要な調整は、受注者の責任及び負担に

おいて実施すること。  

3-4-2 本調達物品は、納入時点における最新の状態で納品すること。  

3-4-3 本調達物品は、関係法令に適合した製品であること。医薬品医療機器等法に基

づく承認又は認証が必要な医療機器及びソフトウェアについては、入札時点で

当該承認又は認証を取得済みであること。また、輸入品については、国内で適

法に流通及び使用できるために必要な承認等を取得済みであること。 

3-4-4 入札時点において製品化されていない機器又はソフトウェアを提案する場合

は、本仕様書に定める技術的要件を満たすことを示す資料、開発計画書、納入

時期の根拠資料及び確約書等を提出し、その実現性について発注者に説明でき



ること。なお、当該提案は、発注者が実現性及び技術的要件への適合性を確認

し、妥当と認めた場合に限り認めるものとする。 

3-4-5 複数メーカーの製品構成により応札する場合は、各装置間の接続及び放射線情

報システム等との連携について、落札者の責任において調整を行うこと。 また、

画像観察装置その他の情報表示装置において必要な情報が各装置から確実に

出力され、正常に連携・表示されることを保証すること。 

3-4-6 JESRA X-0087 に準拠した試験を実施し、その試験結果報告書を電子データ及び

紙媒体（2部）で提出すること。 

3-4-7 納入後の検査等において、本仕様書に定める機能要件を満たしていないことが

確認された場合は、受注者の責任及び負担において、当該要件を満たす物品に

交換すること。 

3-4-8 据付後の画像調整について、アプリケーション担当者によるサポート体制を有

すること。 

3-5 医療機器安全使用研修 

3-5-1 医療機器の安全使用に関する導入時研修を実施し、その実施記録を電子データ

及び紙媒体により２部作成の上、発注者へ提出すること。なお、研修の実施時

期、実施回数その他必要な事項については、発注者と協議の上決定すること。 

3-5-2 納入後においても、発注者が必要と認めた場合は、受注者は追加の取扱説明及

び操作研修を実施すること。 

3-5-3 本調達物品について、日本語による取扱説明書及び技術解説書を備えること。

取扱説明書及び技術解説書は、電子データ又は紙媒体により、それぞれ２部を

発注者へ提出すること。また、発注者が運用、保守又は管理上必要と認める資

料については、受注者の負担により追加作成し、発注者へ提供すること。 

3-5-4 受注者は、本調達物品の取扱説明書とは別に、利用者が日常的に参照できる簡

易操作手順書及び緊急時対応手順書を作成し、納入時に提出すること。簡易操

作手順書には、始業（電源投入）、患者登録、検査実施、画像転送及び終業（電

源切断）までの一連の操作手順を記載すること。緊急時対応手順書には、停電、

装置故障その他の緊急時における対応手順を記載すること。各手順書は、画面

イメージ、図表等を用いて視覚的に理解しやすい内容とすること。また、様式

及び提出部数については、事前に発注者と協議の上決定すること。 

3-6 保守点検体制 

3-6-1 検収完了日から１年以内に本調達物品に発生した故障については、受注者の責

任において無償で修理又は交換等の対応を行うこと。 

3-6-2 本調達物品に必要な消耗品及び修理・保守に必要な交換部品について、安定的

な供給が確保されていること。 

3-6-3 故障その他の障害が発生した場合に備え、迅速な復旧対応が可能な保守体制を



有すること。 

3-6-4 リモートメンテナンスによる遠隔保守管理及び故障診断を実施できる機能を

有すること。また、当該機能の利用に必要な回線、機器、設定等に係る費用は

受注者の負担により整備すること。 リモート保守回線は閉域網を利用するこ

ととし、接続に使用するルータ等の機器については、脆弱性管理を適切に実施

し、常に最新のセキュリティパッチを適用するなど、安全な状態を維持するこ

と。 また、ルータ等の接続先には管理用端末を設置し、当該端末からは本調達

物品以外との通信を行えない構成とすること。 その他の情報セキュリティ対

策及び運用方法については、発注者と協議の上決定し、必要な対策を講じるこ

と。 

3-6-5 将来的に発注者においてリモート保守回線を整備する予定であるため、当該環

境が整備された際には、受注者は前項のリモート保守回線を撤去し、発注者が

整備した保守回線への移設及び接続設定を行うこと。なお、これらに要する費

用は、本調達に係る導入費用に含むものとする。 

 

４ 技術的要件 

4-1 透視撮影台は、以下の要件を満たすこと。 

4-1-1 テーブルはオーバーチューブ方式であること。 

4-1-2 天板の長さは 220cm 以上のフラット天板であること。 

4-1-3 撮影可能領域は 200cm 以上であること。 

4-1-4 X 線管又は寝台移動による映像系横移動ストロークは±11cm 以上であること。 

4-1-5 X 線管又は寝台移動による映像系縦移動ストロークは 158cm 以上であること。 

4-1-6 寝台端から FPD 端までの距離は 10 ㎝以下であること。 

4-1-7 寝台の昇降範囲は、最低天板高 48cm 以下、最高天板高 120cm 以上であること。 

4-1-8 寝台起倒動範囲は+90°～－90°であること｡ 

4-1-9 SID は 110cm 以上で、最大 150cm 以上まで撮影距離が可変できること。 

4-1-10 Ⅹ線斜入角度は頭側 35 度､足側 35度以上であること｡ 

4-1-11 被ばく線量の低減を目的として、散乱線除去用 X 線グリッドを容易に着脱で

きること。 

4-1-12 被ばく線量低減のため、ファイバーグリッドを備えること。又は、画像処理に

よりグリッドレス撮影時に散乱線の影響を低減する機能を有すること。 

4-1-13 寝台底部に障害物接触時に自動停止するタッチセンサーを有すること。 

4-1-14 圧迫コーン、バリウムカップホルダーを有すること。圧迫コーンは折り畳み方

式で最大圧迫力は 80N であること。 

4-2 Ｘ線高電圧装置及びＸ線制御装置は、以下の要件を満たすこと。  

4-2-1 Ⅹ線制御方式はインバータ制御方式であること。 



4-2-2 最大出力は 50 kW 以上であること。 

4-2-3 最大使用管電圧は 150kV 以上であること｡ 

4-2-4 最大使用管電流は 630mA 以上であること｡ 

4-2-5 X 線透視は連続又はパルス透視を切り替えられること。 

4-2-6 パルス透視は波尾遮断機能付きで、不要な X線照射を抑制する機能を有するこ

と。 

4-2-7 パルス透視は 5種類以上のパルスレートを設定可能であり、被ばく低減のため、

7.5 f/sec 以下のパルスレートを 3段階以上選択できること。 

4-2-8 自動露出機構を備えていること。 

4-2-9 自動輝度調整機能を備えていること。 

4-3  X 線管装置 は以下の要件を満たすこと。 

4-3-1 公称焦点サイズは小焦点が 0.4mm 以下、大焦点が 0.7mm 以下であること｡   

4-3-2 最大陽極熱容量は 600kHU 以上であること｡   

4-4 X 線可動絞りは以下の要件を満たすこと。 

4-4-1 被ばく線量の低減を図るため、画像形成に寄与しない低エネルギーX 線を除去

する付加フィルタとして、Cuフィルタ又は同等以上の機能を有する付加フィル

タを備えること。 

4-4-2 付加フィルタは透視及び撮影条件に応じて適切なフィルタを選択又は自動選

択できること。 

4-4-3 寝台、映像系を動かすことなく、上下左右の任意の領域をコリメータで選択し

拡大表示する機能を有すること。 

4-4-4 術者の手元を照らすため、LED ライトを内蔵すること。なお、内蔵していない

場合は、同等の機能を有するスタンド型移動式診療用照明器を備えること。 

4-4-5 X 線可動絞りには、タッチスクリーン等の操作部を備え、照射野ランプの点灯

消灯その他必要な操作を容易に行えること。  

4-5 X 線検出器は、以下の要件を満たすこと。 

4-5-1 X 線検出器は平面型検出器（フラットパネルディテクタ）であること。 

4-5-2 Ｘ線変換方式は間接変換方式を採用していること｡   

4-5-3 検出器サイズは、42 ㎝×42㎝以上であること。   

4-5-4 有効画素数は 2688×2688 画素以上であること。   

4-5-5 画素サイズは 160μm 以下であること｡   

4-6 画像処理装置は、以下の要件を満たすこと。 

4-6-1 透視画像を動画として保存できる機能を有し、当該動画を DICOM Multi-frame

形式で保存するとともに、PACS へ送信できること。 

4-6-2 被ばく低減のため、透視パルスレートを低下させた場合においても画像の時間

的な欠落を補うパルス補間機能を有すること、又は中間物質にファイバーを用



いたグリ ッド等、被ばく低減に寄与するグリッド技術を採用していること。 

4-6-3 透視画像及び撮影画像に対し、画質を維持しながらノイズを低減する画像処理

機能を有すること。 

4-6-4 透視画像及び撮影画像に対し、複数の周波数帯域ごとに強調処理を行うことが

できるマルチ周波数処理機能を有すること。 

4-6-5 画像処理により、ハレーション及び黒潰れを抑制する機能を有すること。 

4-6-6 透視画像のノイズ低減機能として、空間フィルターによる画像処理機能を有す

ること。 

4-6-7 透視モードにおいて、ビニングモード及びノンビニングモードを選択可能であ

ること。 

4-6-8 画像処理により、造影剤、ガイドワイヤ等を強調表示し、透視画像の視認性を

向上させる機能を有すること。 

4-6-9 撮影画像に対する逐次近似処理機能を有すること。 

4-6-10 低線量撮影時の画質向上を目的として、ビニング等の画素読み出し方式に伴う

解像度低下を補正する画像処理機能を有すること。又は、グリッドの中間物質

にファイバーを採用するなど、同等以上の被ばく低減効果を有するグリッド技

術を採用していること。 

4-6-11 グリッドレス撮影を可能とする機能を有すること。又は画像処理により散乱線

成分を推定・補正し、散乱線の影響を低減する機能を有すること。 

4-6-12 X 線出力条件に連動し、散乱 X線の分布をリアルタイムにシミュレーション表

示する散乱 X 線分布表示機能を有すること、又は寝台周囲の散乱 X 線分布を

図示した資料を提出すること。 

4-6-13  停電時の対策として無停電電源装置（UPS）を備えること、又は停電時におい

ても撮影・透視中のデータを保護する機能（自動保存、記憶装置の冗長化等）

を有すること。 

4-7 遠隔操作卓は、以下の要件を満たすこと。 

4-7-1 検査目的に応じて、透視線量モードを切り替えられる機能を備えること。 

4-7-2 透視画像上に X線照射野を仮想表示するバーチャルコリメーター機能を有する

こと。 

4-7-3 操作卓上で透視パルスレートの切り替えが可能であること。 

4-7-4 視野切り替えは、４段階以上選択可能であること。   

4-7-5 検査室と操作室との間で双方向音声通信が可能であり、音量調整機能を有する

こと。また、近接ディスプレイ付近への超指向性マイクの配置等により、患者

及び医療従事者の音声を良好に収音できること。これを満たさない場合は、同

等以上の性能を有する代替方法について発注者と協議すること。  

4-8 近接操作卓は、以下の要件を満たすこと。 



4-8-1 近接操作卓は、ライブモニタ（医療用モニタ）を備えること。 

4-8-2 検査室内で近接操作、透視、撮影が可能であること。 

4-8-3 検査目的に応じて、透視線量モードを切り替えられる機能を備えること。 

4-8-4 透視像の LIH 画像の記録・保存操作が可能であること。 

4-8-5 透視像の動画記録・保存操作が可能であること。 

4-8-6 透視像の輝度調整及び露出調整が可能であること。 

4-8-7 ＳＩＤの変更が可能であること。 

4-8-8 透視条件及び撮影条件を表示する機能を有すること。 

   

4-9 モニタは、以下の要件を満たすこと。 

4-9-1 操作室に設置するライブモニタは、19 インチ以上、解像度 1,280×1,024 画

素以上の医療用液晶モニタ又はこれと同等以上の表示性能を有する医療用

液晶モニタであること。 

4-9-2 操作室に設置する参照モニタ又はシステムモニタは、19インチ以上、解像度

1,280×1,024 画素以上の医療用液晶モニタ又はこれと同等以上の表示性能

を有するモニタであること。 

4-9-3 検査室に設置するライブモニタ及び参照モニタは、それぞれ 19 インチ以上、

解像度 1,280×1,024 画素以上の医療用液晶モニタ又はこれと同等以上の表

示性能を有する医療用液晶モニタであること。 

4-9-4 検査室には、透視画像及び参照画像を表示可能な天吊り式 2面モニタを備え、

天吊りモニタ懸垂器及び天井レールにより任意の位置へ移動できるととも

に、術者の立ち位置に応じて上下左右に容易に位置調整できること。 

 

５ ネットワーク機能 

5-1 発注者及び関係事業者と事前に協議し、双方確認の上、本体及び付属・周辺機

器を既存システムと支障なく接続すること。なお、既存の接続構成及び機能は

すべて維持するものとし、発注者ネットワークへの接続に必要なネットワーク

機器の設定、調整、試験及び動作確認は受注者の責任において実施すること。 

5-2 DICOM 規格に準拠し、DICOM Storage、Storage Commitment（StC）、 MWM、 

Query/Retrieve、MPPS 及び RDSR に対応し、標準 DICOM 通信により他システムと

接続可能であること。さらに、既存の検像システム 2系統及び PACS へ、画像及

び RDSR を送信できること。 

5-3 既存の病院情報システム（HIS）及び放射線情報システム（RIS）と連携し、MWM

及び MPPS に対応すること。患者基本情報（身長及び体重を含む。）並びに検査

情報等、発注者が指定する情報について、自動で送受信及び登録が行えるこ

と。また、必要に応じて当該情報を再取得できること。 



5-4 納入時に、機器構成図、ネットワーク構成図、ネットワークアドレス一覧表、

DICOM 設定情報その他システム管理に必要な資料を、電子データ及び紙媒体各２

部提出すること。  

5-5 発注者と協議の上、本調達により導入する全ての装置及び関連システムに対

し、必要なセキュリティ対策を実施すること。 

5-6 保守対応のため、発注者の承認のもとでリモートアクセスによる接続が可能で

あり、装置の状態監視、障害情報及びエラーメッセージ等を受注者又は製造者

が確認できる機能を有すること。なお、リモートアクセスに係る通信は適切な

認証及び暗号化等のセキュリティ対策が講じられていること。 

5-7 新規導入予定の被ばく線量管理システム（Onti）と接続し、Radiation Dose 

Structured Report（RDSR）の送信及び正常な取り込みを実現できること。な

お、接続に必要な設定及び調整は受注者の負担により実施すること。 

5-8 発注者が指定する電子カルテシステムの NTP サーバと時刻同期を行い、装置の

時刻を適切に管理できること。 

5-9 本調達物品を既存システムへ接続するために必要となる HIS、RIS、PACS、検像

端末等の設定変更、マスタ登録、接続試験その他必要な作業は受注者の負担に

より実施すること。 

 

６ 付属品及び周辺機器 

6-1 透視録画装置を備え、以下の機能を有すること。 

6-1-1 透視の ON、OFF に連動して録画が行われること。 

6-1-2 X 線 TV 装置から患者属性情報（患者 ID、患者氏名、性別、生年月日等）を取

得できること。取得できない場合は、HIS 又は RIS から患者属性情報を取得で

きること。 

6-1-3 録画した動画ファイルの編集が可能であること。また、患者情報表示領域に

対して容易にマスク処理を実施できること。 

6-1-4 動画ファイルを Blu-ray Disc、DVD 等の外部記録媒体へ出力できること。ま

た、院内医療情報ネットワークを介して指定したサーバ又は共有フォルダへ

アップロードできること。 

6-1-5 咽喉マイク音声及び検査室－操作室間の会話音声を同時に録音できること。

各音声は独立して音量調整及び録音レベル設定が可能であること。 

6-1-6 嚥下造影検査に使用する咽喉マイクを備えること。なお、小児用及び成人用

を各 1式以上含むこと。 

6-2 面積線量計を備え、以下の機能を有すること。 

6-2-1 面積線量値及び累積線量値を装置上に表示できること。 

6-2-2 線量情報を DICOM RDSR 形式で出力できること。 



6-3 泌尿器検査（膀胱鏡検査、逆行性腎盂造影検査、排尿時撮影等）に必要な付属

品及び機構を備え、当該検査に対応できること。 

6-4  排尿時撮影（VCUG 等）に対応するための排尿撮影台を備えること。 

6-5 既存の小児排尿検査用固定具（3台）の患者固定用ネットを新品へ交換するこ

と。 

6-6 既存の小児排尿検査用固定具（3台）を縦置きで個別に収納できる収納棚を設置

すること。収納時に固定具同士が接触せず、転倒、落下、変形及び破損を防止

できる構造とすること。 

6-7 おむつ交換台（TB-721-01）及び待合室用ベンチ（ベンチャーTB-540）を各 1台

納入し、所定の場所に設置すること。 詳細仕様及び設置場所については発注者

と協議の上決定すること。 

6-8 キャスター付きパーテーションを 1台用意すること。詳細仕様については、発

注者と協議の上決定すること。 

6-9 収納物を外部から確認できるガラス戸付きスチール戸棚を 1台備えること。 

6-10 DVD 保管用の棚（キャスター付）を 1台納入すること。 

6-11 既存品と同等仕様のキャスター付多関節 DVD 用モニタスタンドを 1台納入する

こと。なお、ブルーレイプレーヤー及びモニタを併せて納入すること。 

6-12 椅子を 2脚納入すること。仕様、形状、色等の詳細については、発注者と協議

の上決定すること。 

6-13 遠隔操作卓用の机を有し、サイズが選択可能な場合は、発注者と協議するこ

と。 

6-14 取り外した X線グリッドを縦置きで安全に保管できる格納ケースを備えるこ

と。 

6-15 患者移動補助具ライトスライド（大・小）を備えること。 

6-16 造影剤保管用として、恒温培養器（TVN480DC）を 1台納入すること。 

6-17 付属品収納用コンテナを 2個以上付属すること。 

6-18 放射線防護プロテクタを 5着納入すること。鉛当量、サイズ構成、形状その他

の仕様については、契約後に発注者と協議の上決定し、本調達に含むものとす

る。 

6-19 近接操作卓とは別に、透視、撮影用のフットスイッチを備えること。 

6-20 寝台に着脱可能な踏み台、肩当て及びハンドグリップ等を備えること。 

6-21 腕置台又は同等の機能を有する補助具を備えること。 

6-22 患者固定用のバンド又は同等の機能を有する補助具を備えること。 

6-23 寝台サイズに適合したフラットマットを備えること。 

6-24 吊戸棚を 2箇所設置すること。各吊戸棚の幅は 1,200mm 以上とし、詳細な設置

位置及び仕様については発注者と協議の上決定すること。 



6-25 検査室内に既存カーテンを流用可能なカーテンレールを 2か所設置すること。

詳細な設置位置及び仕様については発注者と協議の上決定すること。なお、本

工事に必要なカーテンレール、取付金具、固定部材等の資材調達並びに設置に

係る費用は受注者の負担とし、本調達に含むものとする。 

6-26 検査室内の暖房設備として、床置型のファンヒータを設置すること。詳細につ

いては、発注者と協議の上決定すること。 

6-27 検査室内の天井には、天吊り式の点滴スタンドが使用できるレールを設け、天

吊り式の点滴スタンドを備えること。 

6-28 薬品庫に設置されている既設空調機を更新すること。また、温度感知センサー

（警報装置）を設置し、室内温度の異常変化を検知した際に音響警報により周

囲へ通知できること。さらに、警報装置は停電復旧後に自動復帰し、温度異常

時には音響警報を発すること。 

6-29 磁気カードリーダを備え、MWM が利用できない場合においても患者情報を装置

へ取り込めること。なお、磁気カードリーダを備えない場合は、患者情報の入

力方法について発注者と協議の上、対応すること。 

6-30 装置本体から透視映像信号を出力し、既設のウロダイナミクス装置と接続して

リアルタイムに透視画像を観察できること。また、既設のウロダイナミクス装

置を院内医療情報ネットワークへ接続するために必要な LAN ポートを整備し、

接続設定を行うこと。なお、上記接続に必要な映像ケーブル、LAN ケーブルそ

の他の関連部材をすべて備えること。ケーブル長は 5m以上とし、提案する設

置環境において検査運用に支障のない長さとすること。接続に係る配線、調整

及び動作確認を行い、透視画像のリアルタイム表示及びネットワーク接続が正

常に機能することを確認した上で引き渡すこと。 

6-31 撮影室 3番の更新工事等による休止期間中に代替使用する撮影室 5番の既設 X

線 TV装置について、装置本体から透視映像信号を出力し、既設のウロダイナ

ミクス装置と接続して透視画像をリアルタイムに観察できる環境を整備するこ

と。また、既設のウロダイナミクス装置を院内医療情報ネットワークへ接続す

るために必要な LAN ポートを整備し、ネットワーク接続設定を行うこと。上記

接続に必要な映像ケーブル、LAN ケーブル、変換アダプタその他関連部材をす

べて供給すること。ケーブル長は 5m 以上とし、提案する設置環境において検

査運用に支障のない長さを確保すること。接続に係る配線、調整及び動作確認

を行い、透視画像のリアルタイム表示及びネットワーク接続が正常に機能する

ことを確認した上で引き渡すこと。 

6-32 日常精度管理ツール JSGI ファントムを備えること。 

6-33 動態補正機能等の性能評価及び調整に使用するため、ファントムを搭載して一

定速度で往復移動可能な電動スライダを備えること。電動スライダは、移動速



度、加速度、停止時間及び繰返し運転条件を設定可能であり、設定した速度及

び運転条件により再現性のある往復運動が可能であること。また、ストローク

は 100 mm 以上とし、移動速度は 10～100 mm/s の範囲で設定可能であること。 

 

7 その他  

7-1 漏洩線量測定を実施し、遮蔽計算書その他関係法令に基づく諸官庁への申請に

必要な書類を作成の上、電子データ及び紙媒体（２部）を発注者へ提出するこ

と。これらに要する費用は、すべて本調達の導入費用に含むものとする。 

7-2 仕様書の内容については、受注者の独自の解釈による対応を行わず、疑義が生

じた場合は、必ず発注者に確認の上、その指示に従うこと。 

7-3 現行運用で使用している検査項目を踏襲し、RIS から受信したオーダ情報に基づ

いて適切な検査項目が自動選択されるよう、必要な設定、マスタ登録および動

作確認を実施すること。 

以上 

 

 

 


